
学校番号 2003 

 

令和３年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ２ 第３学年 

数研出版「DUAL SCOPE English ExpressionⅡ」 

啓隆社「READING CORE for 共通テスト」 

数研出版「共通テスト 英語リスニングプレノート」 

Z 会編集部「共通テスト英語リスニング 10 minutes」 

数研出版「入試必携英作文」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 新学力観の目標の一つである思考力・表現力、判断力を含め、英語４技能 Reading, Listening, Writing, 

Speaking の集大成をめざす。CEFR B1 を目標とする。 

 ほとんどの生徒が大学へ進学するという事情から、教科書だけの学習のみならず、副読本を複数採用

し進路実現に向けた英語力向上をめざす。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実や意見な

ど、多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養う。 

【第３学年】履修科目：「Communication 英語 Ⅲ」（３単位）「Communication 英語 Ⅲ」（２単位） 

「英語表現Ⅱ」（２単位）及び「英語読解特講」（２単位）「英語総合特講」（２単位）、「実用

英語」（１単位）「単語力養成講座」（１単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・読んだものに

関連した話題に

ついて、ペアに

伝えることがで

きる。 

ペアワー

ク 

ディスカ

ション 

 

・読んだことに対し

て、自分の意見や

考えを、正確な英

語で書くことがで

きる。 

・要点をまとめ、簡

潔な英語で読んだ

ものをまとめるこ

とができる。 

 

 

 

 

 

ワ ー ク シ

ート 

定期考査 

・比較的長い対話

や、講義を聞

き、要点をとら

え、内容を理解

することができ

る 

定期考査 

リ ス ニ ン

グテスト 

・説明文や随

筆等を読ん

で、情報を整

理しながら

要点をまと

め、正確に読

むことがで

きる。 

・科学的な内

容の文章を、

情報を整理

しながら、且

つ批判的に

読むことが

できる。 

定期考査 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

英語を積極的に運用し、コミ

ュニケーションを図ろうとし

ているかを的確に評価できる

方法で実施。 

CAN-DO リストにある「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を客観的に迅速に、且つ的確

に評価できる方法で実施。 

CAN-DO リストにある「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を客観的に、且つ的確に評

価できる方法で実施。 

英語を運用するために、必要

な文法知識や、コミュニケー

ションを円滑に進めるため

に、必要な文化を理解してい

るかを的確に評価できる方法

で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Stage 1 

 Unit 1～ 

 Unit 13 

（復習） 

 ( 18時間) 

 

※教科書単

元を復習し

な が ら 進

め、適宜、副

教材を使用

する。 

 

一般の人々/ 
非人称の it 
 
句・節/意味
上の主語 
 
無生物主語 
 
名詞構文 
 
現在時制・
過去時制 
 
進行形・完
了形 
 
助動詞・受
動態 
 
仮定法 
 
準動詞の名
詞的用法 
 
文型 
 
使役動詞 
 
知覚動詞 
 
分詞・不定
詞・同格 
 
関係詞の制
限用法 
 
関係詞の非
制限用法 
 
複合関係詞 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグルー

プワークに積極的に

取り組む。 

 

・レッスンごとにある

Further Activity のダ

イアログをペアでの形

で再現する。 

・文法事項に関してペア

で説明し合う。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話や説明

をしているか。 

・read and look-up

の形できちんとア

イコンタクトをし

ながら会話してい

るか。 

・ペアワークにおけ

る言語活動や教え

合いを観察する。 

「外国語表現の能力」 

・レッスンごとに学ん

だ文法事項を用いて

簡単なライティング

を行う。 

・時制や助動詞を上手く

使い分け、自分の習慣

や週末の予定、校則に

関するエッセーを書

く。 

 

・現在・過去・未

来・完了などの時

制を使い分けるこ

とができる。 

・適切な助動詞を使

うことができる。 

 

・エッセーを提出さ

せ、その内容を取

り組み状況や理解

度の判断材料とす

る。 

・定期考査のライテ

ィングにおいて知

識が身についてい

るかを判断する。 

「外国語理解の能力」 

・リスニング教材を正

しく聴き取り、その

意味を理解すること

ができる。 

・リスニングワークシー

トを用いて内容に関す

るペアワークや歌詞の

聞き取り、ディクテー

ションを行う。 

・正しく英語を聴き

取り、それを書く

ことができる。 

 

・ペアワークを積極

的にしているか観

察する。 

・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料とす

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・会話文に特有の言い

回しを理解する。 

・時制・助動詞・受動

態の概念を理解し、

文脈に応じて使い分

けられる。 

・異文化理解を深める。 

・レッスンごとに小テス

トを行い、文法事項の

理解度を確認する。 

・外国のジェスチャー等

に関する quiz で異文

化理解を深める。 

 

・文脈に則して適切

な時制表現や助動

詞を使うことがで

きる。 

・聞かれた質問内容

に適切に答えるこ

とができる。 

・小テストの内容か

ら理解度を判断す

る。 

・質問内容を理解

し、それに対して

積極的に答えよう

とする姿勢がある

かを観察する。 

 

 

 

 

 

 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Stage 2 

（復習） 

( 20時間) 

 

※教科書単

元を復習し

な が ら 進

め、適宜、副

教材を使用

する。 

 

 

目的の表現 
 
結果・程度
の表現 
 
原因・理由
の表現 
 
譲歩の表現 
 
比較の表現 
 
条件・仮定
の表現 
 
否定の表現 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグルー

プワークに積極的に

取り組む。 

 

・レッスンごとにあるダ

イアログをペアで

read and look-up の

形で再現する。 

・文法事項に関してペア

で説明し合う。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話や説明

をしている。 

・read and look-up

の形できちんとア

イコンタクトをし

ながら会話してい

る。 

 

・ペアワークにおけ

る言語活動や教え

合いを観察する。 

「外国語表現の能力」 

・レッスンごとに学ん

だ文法事項を用いて

簡単なライティング

を行う。 

・動名詞や不定詞を使い

エッセーを書く。 

・関係詞を使い、エッセ

ーを書くことができ

る。 

・書いたエッセーをもと

にスピーキングをす

る。 

 

・分詞構文を理解

し、それを使った

文を書くことがで

きる。 

 

・定期考査のライテ

ィングにおいて知

識が身についてい

るかを判断する。 

 

「外国語理解の能力」 

・リスニング教材を正

しく聴き取り、その

意味を理解すること

ができる。 

・スピーキングの内容

を聞き取る。 

・リスニングワークシー

トを用いて内容に関す

るペアワークやディク

テーションを行う。 

・スピーキング内容をメ

モし、話の要点をつか

む。 

・正しく英語を聴き

取り、それを書く

ことができる。 

 

・ペアワークを積極

的にしているか観

察する。 

・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料とす

る。 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・会話文に特有の言い

回しを理解する。 

・助動詞・受動態の概

念を理解し、文脈に

応じて使い分けられ

る。 

・異文化理解を深める 

 

 

 

・会話文特有の表現を理

解し、実際にスピーキ

ングをすることで定着

させる。 

・レッスンごとに小テス

トを行い、文法事項の

理解度を確認する。 

・quiz で異文化理解を

深める。 

・文脈に則して適切

な準動詞や分詞、

関係詞を使うこと

ができる。 

・話している内容を

理解し、聞かれた

質問内容に適切に

答えることができ

る。 

・小テストの内容か

ら理解度を判断す

る。 

・quiz で発話された

質問内容を理解

し、それに対して

積極的に答えよう

とする姿勢がある

かを観察する。 

Stage １ 

（復習） 

( 15時間)  

 

※教科書単

元を復習し

な が ら 進

め、適宜、副

教材を使用

する。 

 

パラグラフ 
の構成・つ
なぎ表現 
 
列挙・時間
的順序 
 
追加・言い
換え 
 
比較・対照 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやグルー

プワークに積極的に

取り組む。 

 

・レッスンごとにあるダ

イアログをペアで

read and look-up の

形で再現する。 

・文法事項に関してペア

で説明し合う。 

 

・ペアワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話や説明

をしている。 

・read and look-up

の形できちんとア

イコンタクトをし

ながら会話してい

る。 

 

・グループ内でペア

ワークの評価シー

トを用いたセルフ

チェックをさせ

る。 

・ペアワークにおけ

る言語活動や教え

合いを観察する。 

「外国語表現の能力」 

・レッスンごとに学ん

だ文法事項を用いて

簡単なライティング

を行う。 

・比較表現を使い、社会

問題に関するエッセー

を書く。 

・仮定法を使い、社会問

題に関するエッセーを

書く 

 

 

・仮定法過去・過去

完了を使い。仮定

の話をする事がで

きる。 

・接続詞を使って流

れがわかりやすい

文章を書く工夫が

できる。 

・エッセーを提出さ

せ、その内容を取

り組み状況や理解

度の判断材料とす

る。 

 

 

 

 



「外国語理解の能力」 

・リスニング教材を正

しく聴き取り、その

意味を理解すること

ができる。 

・NET によるスピー

キングの内容を聞き

取る。 

・リスニング教材を聴

き、ワークシートを用

いて内容に関するペア

ワークや、ディクテー

ションを行う。 

・NET のスピーキング

内容をメモし、話の要

点をつかむ。 

・正しく英語を聴き

取り、それを書くこ

とができる。 

・英語特有の表現・

言い回しなどを理

解できる。 

・ペアワークを積極

的にしているか観

察する。 

・ワークシートの内

容を取り組み状況

の判断材料とす

る。 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・会話文に特有の言い

回しを理解する。 

・比較・仮定法の概念

を理解し、文脈に応

じて使い分けられ

る。また、文と文を

適切な接続詞でつな

ぐことができる。 

・異文化理解を深める 

 

・会話文特有の表現を理

解し、実際にスピーキ

ングをすることで定着

させる。 

・レッスンごとに小テス

トを行い、文法事項の

理解度を確認する。 

・NET による外国のジ

ェスチャー等に関する

quiz で異文化理解を

深める。 

 

・文脈に則して適切

な比較表現や仮定

法、接続詞を使う

ことができる。 

・NET の話している

内容を理解し、聞

かれた質問内容に

適切に答えること

ができる。 

・小テストの内容か

ら理解度を判断す

る。 

 

・NET による quiz

で発話された質問

内容を理解し、そ

れに対して積極的

に答えようとする

姿勢があるかを観

察する。 

 

思考力・判

断力・表現

力を問うた

めのディベ

ートにチャ

レンジす

る！ 

( ４時間) 

Debate 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

あるテーマについ
てディベートをす
ることに積極的に
取り組み、コミュ
ニケーションを図
ろうとする。 

ディベートで使われ
る表現について理解
する。 

グループワークに
おいて、相手と協
力しながら、コミ
ュニケーションを
図ることができ
る。 

グループワーク
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

あるテーマについ
て自分の意見を述
べることでディベ
ートをする。 

ディベートに役立つ
表現を理解して適切
な英文を書く。 

 

ディベートに役
立つ表現を理解
し、適切な英語
を使ってディベ
ートすることが
できる。 

グループワーク
による確認。ワ
ークシート、な
らびに定期テス
ト。 

「外国語理解の能力」 

あるテーマについ
て自分の意見を述
べることでディベ
ートをする。 

ワークシートを活用
して概要を把握す
る。 

ワークシートを活
用して概要を把握
することができ
る。 

ワークシート、
ならびに定期テ
ストのリスニン
グ。 

「言語や文化についての知識・理解」 

ディベートの手順
や方法を理解し、
あるテーマについ
て行われるディベ
ートの内容を読み
取る。 

ディベートを成り立
たせるポイントや有
利に進めるポイント
を理解する。 

ディベートを成り
立たせるポイント
や有利に進めるポ
イントを理解する
ことができる。 

ワークシート、
ならびに定期テ
スト 

大学入学共

通 テ ス ト 

形式別演習 

徹底リハー

サル 

(２４時間) 

 

 

 

 

大学入共通
テストの演
習 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

大学入学共通テス
トで頻出の会話表
現を理解する。 

大学入学共通テスト
で頻出の会話表現に
ついて注意しながら
本文を読む。 
 
 
 
 
 

大学入学共通テス
トで頻出の会話表
現を用いてペアと
話すことができ
る。 

ペアワークの観
察ならびに定期
テスト。 



 「外国語表現の能力」 

大学入学共通テス
トで頻出の表現を
理解し、適切な英
語を書く。 

大学入学共通テスト
で頻出の表現を理解
し、整序問題を解
く。 

大学入学共通テス
トで頻出の表現を
理解し、整序問題
を解くことができ
る。 

ワークシートな
らびに定期テス
ト。 

「外国語理解の能力」 

英語をすばやく読
み、概要や必要な
情報を理解する。 

制限時間を設定し、
英文を読み、内容を
把握する。 

ワークシートを活
用して、英文の内
容を把握すること
ができる。 

ワークシートなら
びに定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

大学入学共通テス
トに頻出する単語
や文法・語法を理
解する。 

ワークシートを活用
し、単語や文法・語
法を理解する。 

ワークシートを活
用し、単語や文
法・語法を理解す
ることができる。 

ワークシートなら
びに定期テスト 

 


